
おこす

実家を相続したけど

何から始めたらいい？

自分の資産だから

放っておくのも自由でしょ

つなぐ

思い入れが強くて

手放せない…
不動産屋さんに

断られた！

ふせぐ

自分には

まだまだ関係ない

▪ マイホームを検討中だったり

買ったばかりの若年層や中年層

▪ 高齢者だけで住んでいる「空き家

予備軍」の所有者やその子供たち

自分が死んだ後のことなんて

まだ考えたくないな

本業務では

つかう・こわす

に特化した広報は

実施しません

▪ 特に困りごとは無く、

問題意識がない所有者

▪ 気になってはいるけど

何をすべきかわからない所有者

▪ 権利関係や気持ちの整理が

できていない所有者

▪ 活用に向けて動いてみたものの

壁にぶつかって心が折れた所有者

放置リスク・流通の必要性を伝え

意思決定や行動を促す

個々の課題を整理のうえ

適切に助言したり、専門家に繋ぐ

自身の住宅の将来を考える

意識を醸成していく

神戸の空き家・空き地を活用していくために…

空き家等活用相談窓口の周知発生抑制のための意識啓発 早期活用のための意識啓発



空き家総数 109,200戸
空き家率 13％

神戸市の

空き家率

35,000戸

64,600戸

空き家の

分類

空き家率は長田区が最大

空き家戸数は

垂水区が最大

区単位では…

いわゆる

眠っている

空き家

令和２年度に実施した、空き家と推定される

住宅の所有者へアンケートの結果を神戸市サ

イトで公開しています。こちら

神戸市の空き家に関する統計情報（平成30年住宅・土地統計調査）

https://www.city.kobe.lg.jp/a94208/kurashi/sumai/jutaku/information/akiya_survey.html


ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

法改正キャンペーン１

概要

R5年12月に空家特措法が改正施行され、特定

空家となる前の管理不全空家から、固定資産税

の住宅用地特例解除ができるようになった。住

宅用地特例が解除されると土地の固定資産税が

3.5倍程度になることを周知するための広報を

実施（R5年12月から順次）。

ターゲット：空き家になる前の住宅等/空き家

の所有者とその家族

幅広い世代に知ってもらうため、街なかにデジ

タルサイネージを、若年層向けにSNS広告を、

高齢者向けに自治会ポスターや広報紙KOBEを、

掲出。他にも公式note執筆や納税通知書へチラ

シを同封するなど。併せてLPとして、空家特措

法改正の特設ページを開設。

デジタルサイネージ（センター街や鉄道駅など） SNS広告・ディスプレイ広告



ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

法改正キャンペーン２

神戸市HPに特設ページ（LP）の開設

ポスター（自治会掲示板など）

広報紙KOBE２月号



ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

法改正以前の広報

納税通知書同封チラシ（R5年４月発送）

デジタルサイネージ（R5年３月/鉄道駅）

ポスター（自治会掲示板など）
チラシ配架（コンビニなど）



ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

活用の機運醸成を目的とした活用事例等の発信｜ポータルサイトの開設

概要

多くの人に「空き家」に興味を持って

もらい、空き家にまつわる事柄の裾野

を広げ、ひいては空き家活用の機運を

高めるため、活用事例の発信を中心と

したポータルサイトを8月に開設した。

成果

年間PV数：66,754（8月～2月末時点）

※流入の多くをインターネット広告に

頼っているため、認知度向上と導線の

確保が課題。

PCサイト 当該サイトは、本業務とは別に運営し、コンテンツを追加していきます。

本業務で実施する「おこす」の広告の誘導先とお考え下さい。

ｚ

スマホサイト



ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

デジタルサイネージの配信

概要

すまいるネットに開設する「空き家等

活用相談窓口」の認知度向上及び、相

談件数の増加のため、市内３か所のデ

ジタルサイネージで通年（8月～3月）

配信。

放映状況（JR元町駅前）



ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

駅貼り広告

概要

神戸市の空き家対策および「Good 

Morning 空き家！」の認知度向上のた

め、駅貼り広告を実施。

※実施駅（JR｜新神戸、三ノ宮、元町

神戸、兵庫、新長田、須磨、塩屋、垂

水／地下鉄山手線｜全駅／山陽電鉄｜

西代、板宿、月見山、山陽垂水）



ふせぐ おこす つかうつなぐ

令和５年度に実施した主な広報

インターネット広告｜空き家等活用相談窓口

概要

「空き家等活用相談窓口」の周知・利用促進のため、バナー広告やテキスト広告を８月上旬～３月下旬に配信。（上記グラフは2月末時点までの集計）

ターゲット：空き家・空き地の所有者とその家族

主に神戸市内の中年層・高齢層ユーザー。ターゲットを絞り込みすぎず、広告プラットフォームの機械学習による改善を狙った。

広告配信と相談件数の相関

広告の配信量と相談件数の間には明確な相関は見られなかったが、相談窓口の認知度の向上には寄与しているものと考えられる。

表
示
回
数
と
相
談
件
数

https://www.smilenet.kobe-rma.or.jp/vacant/

